
本
事
例
の
ポ
イ
ン
ト

Ⅰ株
式
会
社
恵
那
川
上
屋
は
、
１
９
６
４
（
昭
和
39
）

年
６
月
に
岐
阜
県
恵
那
市
で
産
声
を
上
げ
た
。
創
業
以

来
、
栗
き
ん
と
ん
を
は
じ
め
と
す
る
栗
菓
子
中
心
の
菓

子
製
造
販
売
業
を
展
開
。
現
在
で
は
、
岐
阜
県
内
に
８

店
舗
、
愛
知
県
に
２
店
舗
、
東
京
都
に
１
店
舗
を
構
え

る
。
ま
た
、
栗
以
外
に
も
地
元
の
農
産
物
の
特
性
を
活

か
し
た
菓
子
の
開
発
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
に
根
ざ

し
た
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

顧
客
、
生
産
者
、
社
員
の
三
者
の
喜
び
を
つ
な
ぎ
、

す
べ
て
に
お
い
て
そ
れ
を
貫
き
、
あ
ら
ゆ
る
人
を
満
た

し
て
大
き
な
喜
び
を
生
み
出
す
と
い
う
意
味
を
込
め
た

「
環
喜
、
貫
喜
、
大
歓
喜
」
を
経
営
理
念
に
掲
げ
、
社

員
の
だ
れ
も
が
気
持
ち
よ
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

P 

O 

I 

N 

T

1 

食
材
栽
培
か
ら
、
生
産
、
販
売
、
運
送
の
幅
広
い

業
務
を
行
う
な
か
で
、
多
様
な
人
材
を
適
材
適
所

に
配
置
し
、
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

2 

高
齢
社
員
の
戦
力
の
維
持
・
向
上
を
目
ざ
し
、
65

歳
定
年
、
希
望
者
全
員
70
歳
ま
で
嘱
託
社
員
と
し

て
再
雇
用
、
そ
の
後
一
定
条
件
の
も
と
年
齢
の
上

限
な
く
再
雇
用
す
る
制
度
を
導
入
し
た
。

3 

正
社
員
に
新
た
な
職
能
等
級
制
度
、
評
価
制
度
、

賃
金
制
度
を
導
入
し
、
納
得
性
の
高
い
制
度
づ
く

り
を
推
進
。
高
齢
者
が
多
い
パ
ー
ト
社
員
は
、
役

割
遂
行
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
３
ク
ラ
ス
に
分
け
、
戦

力
化
と
定
着
化
を
図
っ
て
い
る
。

4 

製
造
部
門
で
は
、
最
新
の
設
備
を
導
入
し
、
高
齢

社
員
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

5 

高
齢
社
員
の
職
域
の
創
出
を
図
り
、
閑
散
期
を
利

用
し
て
ト
マ
ト
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

株
式
会
社 

恵え

那な

川か

わ

上か

み

屋や

︵
岐
阜
県
恵
那
市
︶

多
様
な
人
材
を
適
材
適
所
に
活
用
し

だ
れ
も
が
い
き
い
き
働
け
る
職
場
づ
く
り
を
推
進

厚生労働大臣表彰

最優秀賞

高年齢者活躍企業コンテスト
令和4年度

株式会社 恵那川上屋
（岐阜県恵那市）

 創業　1964（昭和39）年
 業種　食材栽培、菓子製造、菓子販売
 社員数　 318人 （2022年6月1日現在）
  60歳以上　47人
（ 内　 訳 ） 60～64歳 21人 （6.6％）
 65～69歳 10人 （3.1％）
 70歳以上 16人  （5.0％）
 定年・継続雇用制度
定年65歳。希望者全員70歳まで再雇用。その後は一定条件の
もと年齢上限なく再雇用。現在の最高年齢者は79歳

企業プロフィール
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特集 令和 4 年度  高年齢者活躍企業コンテスト

企
業
の
沿
革
・
事
業
内
容

Ⅱ同
社
は
１
９
６
４
年
に
創
業
。
１
９
７
８
年
に
有
限

会
社
ブ
ル
ボ
ン
川
上
屋
を
設
立
し
、
２
０
０
１
（
平
成

13
）
年
に
株
式
会
社
里
の
菓
工
房
へ
の
社
名
変
更
を
経

て
、 

２
０
０
８
年
７
月
に
は
株
式
会
社
恵
那
川
上
屋
に

社
名
を
変
更
し
た
。
現
在
は
岐
阜
県
内
に
８
店
舗
、
愛

知
県
に
２
店
舗
、東
京
都
に
１
店
舗
を
展
開
し
て
い
る
。

自
社
農
園
で
の
栗
の
栽
培・研
究
か
ら
、
素
材
調
達・

加
工
、
菓
子
の
開
発
・
製
造
・
販
売
ま
で
、
自
社
で
一

貫
し
て
行
い
、
栗
の
品
質
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
各

生
産
地
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
社
が
普
及
・
展
開
し
た
超
低
樹
高
栽
培
法

で
育
て
ら
れ
た
“
超
特
選
栗
”
を
加
工
・
販
売
す
る
な

ど
、
６
次
産
業
化
の
推
進
と
と
も
に
、
地
産
地
消
を
進

め
、
農
家
の
収
益
改
善
・
に
な
い
手
確
保
な
ど
の
地
域

産
業
活
性
化
を
通
じ
た
地
域
貢
献
を
目
ざ
し
て
い
る
。

社
是
で
あ
る
「
喜
び
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
社
員

全
員
の
積
極
的
な
経
営
参
加
が
不
可
欠
と
の
考
え
か

ら
、
社
員
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
注
力
し
て
お
り
、

こ
の
な
か
で
若
手
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
多
様
な
人
材
が

そ
れ
ぞ
れ
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
社
員
全

員
が
活
躍
で
き
る
職
場
環
境
を
実
現
し
て
い
る
。

高
齢
化
の
状
況
、

職
場
改
善
等
の
背
景
と
進
め
方

Ⅲ社
員
数
３
１
８
人
中
、
60
歳
以
上
の
社
員
は
47
人
で

14
・
８
%
を
占
め
て
い
る
。
最
高
年
齢
者
は
79
歳
で
あ

る
。
２
０
１
７
年
に
正
社
員
の
定
年
・
継
続
雇
用
制
度

を
改
定
し
た
た
め
、
新
制
度
に
よ
る
嘱
託
社
員
数
は
現

在
２
人
の
み
で
あ
る
。

従
来
の
制
度
で
は
正
社
員
に
つ
い
て
定
年
60
歳
、
希

望
者
全
員
65
歳
ま
で
の
再
雇
用
だ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
社
員
が
再
雇
用
を
希
望
し
て
お
り
、
社
員
の
「
働
き

た
い
」
と
い
う
要
望
を
受
け
て
、２
０
１
７
年
に
定
年・

継
続
雇
用
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、改
定
し
た
。
ま
た
、

近
年
業
容
が
拡
大
す
る
な
か
で
、人
材
不
足
感
が
強
く
、

経
験
を
積
ん
だ
高
齢
社
員
の
活
用
が
必
要
で
あ
っ
た
た

め
、
定
年
・
継
続
雇
用
制
度
や
人
事
評
価
制
度
・
賃
金

制
度
等
の
見
直
し
を
進
め
た
と
い
う
背
景
も
あ
る
。

高
齢
社
員
は
商
品
知
識
が
豊
富
で
、
同
社
の
商
品
が

贈
答
に
用
い
ら
れ
る
慶
弔
に
も
詳
し
い
た
め
、
お
客
さ

ま
の
立
場
に
立
っ
た
て
い
ね
い
な
対
応
が
で
き
、
若
手

社
員
の
よ
き
手
本
と
な
っ
て
い
る
。

改
善
の
内
容

Ⅳ
（
１
）
制
度
に
関
す
る
改
善

▼
高
齢
者
雇
用
制
度
の
改
定

２
０
１
７
年
に
、
正
社
員
に
つ
い
て
定
年
65
歳
、
希

望
者
全
員
70
歳
ま
で
再
雇
用
し
、
そ
の
後
は
一
定
条
件

の
も
と
、
年
齢
の
上
限
な
く
再
雇
用
す
る
継
続
雇
用
制

度
を
導
入
し
た
。
制
度
改
定
の
背
景
に
は
高
齢
社
員
の

戦
力
の
維
持
・
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
だ
れ
も
が
ス

キ
ル
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
目
ざ
し
た

い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。

▼
正
社
員
の
職
能
等
級
制
度
、
評
価
制
度
、

　
賃
金
制
度
の
新
規
導
入

２
０
１
９
年
４
月
に
、
仕
事
と
賃
金
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
な
く
す
た
め
の
、
職
能
等
級
制
度
を
採
用
し
た
。
こ

の
制
度
は
、
正
社
員
が
に
な
う
責
任
レ
ベ
ル
を
５
段
階

の
等
級
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
内
容
を
「
責
任

等
級
説
明
書
」
で
定
義
す
る
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
こ

れ
に
あ
わ
せ
て
、
評
価
制
度
と
賃
金
制
度
も
新
規
に
導

入
し
た
。
評
価
制
度
は
、人
材
育
成・能
力
開
発
、給
与
、

人
材
配
置
と
も
連
動
し
て
お
り
、会
社
が
策
定
し
た
「
人

事
考
課
ガ
イ
ド
」
で
、
社
員
に
人
事
考
課
の
目
的
や
制

度
運
用
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
賃

金
制
度
に
つ
い
て
は
、責
任
区
分
と
経
験
習
熟
度
に
沿
っ

た
号
俸
を
組
み
合
わ
せ
た
賃
金
表
と
し
て
整
理
し
、
昇

給
ル
ー
ル
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
員
か
ら
は
将

来
を
見
通
し
や
す
い
と
好
評
を
得
て
い
る
。

エルダー9
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▼
パ
ー
ト
社
員
の
定
年
制
度
お
よ
び
評
価
・

　
処
遇
制
度
に
つ
い
て

パ
ー
ト
社
員
の
定
年
は
65
歳
。
そ
の
後
は
年
１
回
の

面
談
、
本
人
の
意
思
、
人
事
評
価
等
を
ふ
ま
え
て
、
再

雇
用
の
可
否
を
判
断
し
て
い
る
。

パ
ー
ト
社
員
は
、
高
齢
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
そ
の

戦
力
化
を
促
進
す
る
た
め
、
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年

に
評
価
・
処
遇
制
度
を
改
定
。
パ
ー
ト
社
員
の
役
割
・

責
任
分
担
を
明
確
に
す
る
な
ど
、
制
度
の
見
直
し
を
行

い
、「
ク
ラ
ス
制
度
」、「
人
事
評
価
制
度
」、「
時
給
制
度
」

の
三
つ
の
制
度
を
整
備
し
た
。
ク
ラ
ス
制
度
は
、
役
割

遂
行
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
３
ク
ラ
ス
に
わ
か
れ
、
ク
ラ
ス

別
の
人
事
評
価
表
に
基
づ
き
評
価
を
行
い
、
ク
ラ
ス
給

を
設
け
る
な
ど
時
給
構
成
の
“
見
え
る
化
”
を
図
り
、

パ
ー
ト
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
、
成
長
を
う
な

が
し
て
い
る
。

▼
短
日
・
短
時
間
勤
務
に
よ
る
柔
軟
な
働
き
方

パ
ー
ト
社
員
の
希
望
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
短

日
勤
務
・
短
時
間
勤
務
を
取
り
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
製

造
や
販
売
部
門
で
は
高
齢
社
員
が
対
応
し
や
す
い
早
朝

時
刻
に
始
業
時
間
を
設
定
す
る
な
ど
、
社
員
の
生
活
に

配
慮
し
た
勤
務
時
間
を
設
定
し
て
い
る
。

▼
就
業
規
則
の
柔
軟
な
運
用
に
よ
る
休
憩
時
間
の
確
保

栽
培
・
製
造
・
販
売
部
門
で
は
、
お
昼
休
憩
と
は
別

に
、
小
休
憩
を
午
前
・
午
後
と
も
10
分
ず
つ
有
給
で
設

け
、
適
度
な
休
息
に
よ
る
生
産
性
・
品
質
向
上
、
安
全

確
保
を
図
っ
て
い
る
。

（
２
）
意
欲
・
能
力
の
維
持
・
向
上
の
た
め
の
取
組
み

▼
ト
ッ
プ
の
方
針
の
共
有
と

　
社
員
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
事
業
参
画

年
１
回
行
う
経
営
計
画
発
表
会
で
、
経
営
ト
ッ
プ
の

方
針
、
考
え
方
を
全
社
員
で
共
有
し
て
い
る
ほ
か
、
社

長
が
定
期
的
に「
栗く

り

人と

通
信
」と
い
う
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
経
営
ト
ッ
プ
の
思
い
を
全
社
員
で
共
有
し
た

う
え
で
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
、
参
加
型
の
業
務
運
営
に

つ
な
げ
て
い
る
。

ま
た
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
営
業
戦
術
、
商
品
開

発
と
生
産
性
向
上
を
目
ざ
し
、
社
員
参
加
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
注
力
。
社
内
の
風
土
改
善
や
理
念
浸
透
を
図
る

「
イ
ン
ナ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
商
品

開
発
や
品
質
向
上
な
ど
の
た
め
の
「
わ
く
わ
く
シ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
地
域
の
方
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
イ

ベ
ン
ト
「
工
房
感
謝
祭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
を
実
施

し
て
い
る
。
経
験
豊
か
な
高
齢
社
員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
と
に
若
手
社
員
の
提
案
を
実
現
す
る
こ
と
で
、

会
社
発
展
の
両
輪
と
し
た
い
と
い
う
経
営
ト
ッ
プ
の
考

え
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
強
化
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

▼
販
売
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

各
店
舗
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

入
社
か
ら
3
年
間
、
販
売
業
務
に
あ
た
る
社
員
向
け
に

販
売
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
く
教
育
（
O
J
T
）
を
実
施

し
、
技
術
・
技
能
の
継
承
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
教

育
を
受
け
た
新
人
の
業
務
を
高
齢
社
員
が
フ
ォ
ロ
ー
す

る
こ
と
で
、
教
育
の
効
果
を
高
め
て
い
る
。

▼
菓
子
職
人
の
育
成
と
資
格
取
得
支
援

菓
子
の
原
料
の
質
に
こ
だ
わ
る
同
社
で
は
、
良
質
の

黒
糖
や
安あ

ん

納の
う

芋い
も

を
確
保
す
る
た
め
、
鹿
児
島
県
の
種
子

島
に
工
房
を
設
置
し
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
収
穫
後
の
10
月
か

ら
3
月
ま
で
の
約
半
年
間
社
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
種

子
島
で
の
砂
糖
づ
く
り
の
技
術
継
承
の
た
め
、「
砂
糖

杜と
う

氏じ

」
と
い
う
資
格
を
創
設
し
、
現
在
５
人
の
有
資
格

者
が
い
る
。
ま
た
、
可か

児に

工
場
で
は
洋
菓
子
製
造
分
野

で
の
職
人
育
成
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
今
後
は
和
菓
子

分
野
で
も
展
開
を
予
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、 

正
社
員
を
対
象
に
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

ン
運
転
技
能
講
習
や
玉
掛
け
技
能
講
習
の
受
講
、
製
菓

衛
生
士
や
栗
栽
培
関
連
資
格
の
取
得
な
ど
に
対
し
手
当

を
支
給
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
い
る
。

▼
社
内
研
修
・
社
外
研
修
に
よ
る

　
ス
キ
ル
や
実
践
力
の
向
上

新
入
社
員
研
修
、
階
層
別
研
修
、
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研

修
や
、
国
内
外
へ
の
視
察
に
よ
り
正
社
員
の
ス
キ
ル
向

上
・
実
践
力
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
な
お
、 

部
署
ご
と

の「
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
研
修
」に
つ
い
て
は
、パ
ー

ト
社
員
も
対
象
と
し
て
い
る
。

株式会社 恵那川上屋
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トマト摘み作業では、着座して移動できる作
業滑車を使用。作業時の負担を軽減している
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▼
新
職
場
・
職
務
の
開
発

閑
散
期
を
利
用
し
た
新
規
事
業
と
し
て
ト
マ
ト
栽
培

を
行
っ
て
い
る
。
糖
度
７
％
以
上
の
ま
る
で
お
菓
子
の

よ
う
に
甘
い
ト
マ
ト
を
「
お
か
し
な
ト
マ
ト
」
と
命
名

し
て
販
売
し
た
と
こ
ろ
売
れ
行
き
は
好
調
で
、今
後
は
、

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
の
増
設
や
栽
培
業
務
に
あ
た
る
高
齢
者

や
障
害
者
の
増
員
を
予
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
高
齢
社
員
の
新
し
い
職
域
と
し
て
、
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
が
豊
富
な
栗
の
皮
を
粉
末
に
し
て
菓
子
に

練
り
込
ん
だ
り
、
農
家
か
ら
出
た
規
格
外
の
野
菜
を

ジ
ュ
ー
ス
や
ペ
ー
ス
ト
に
し
て
食
品
や
健
康
食
品
に
加

工
す
る
業
務
を
２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
中
に
開
始
す

る
予
定
で
あ
る
。

（
３
）
雇
用
継
続
の
た
め
の
作
業
環
境
の
改
善
、

健
康
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
の
取
組
み

▼
設
備
導
入
に
よ
る
高
齢
者
負
担
の
軽
減

和
菓
子
の
製
造
工
程
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
目
視
で

行
っ
て
き
た
栗
の
色
彩
を
識
別
す
る
機
械
を
導
入
し
、

高
齢
社
員
の
視
力
低
下
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
ま
た
、

栗
き
ん
と
ん
の
紙
に
よ
る
包
装
作
業
を
機
械
化
し
た
。

包
装
は
繊
細
な
作
業
で
あ
り
、
高
齢
社
員
の
疲
労
度
も

高
い
こ
と
か
ら
機
械
化
に
ふ
み
切
っ
た
も
の
で
、
将
来

的
に
は
栗
を
絞
る
作
業
の
機
械
化
も
検
討
し
て
い
る
。

な
お
、
２
０
２
０
年
に
開
設
し
た
可か

児に

御み

嵩た
け

の
新
工

場
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
と
と
も
に
、
照
度
の
高
い

照
明
を
導
入
す
る
な
ど
、作
業
環
境
に
配
慮
し
て
い
る
。

ト
マ
ト
栽
培
に
お
い
て
は
、
重
い
籠か

ご

を
持
た
ず
に

座
っ
た
ま
ま
集
荷
し
て
移
動
で
き
る
作
業
車
を
導
入
し

た
。
ま
た
、
ハ
ウ
ス
内
は
見
通
し
が
悪
い
た
め
、
作
業

場
所
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
い
て
共
有
す
る
と
と
も

に
、
リ
ー
ダ
ー
が
作
業
状
況
を
把
握
・
確
認
し
て
労
働

災
害
防
止
を
図
っ
て
い
る
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
つ
い
て
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、「
恵
那
川
上
屋 

w
i
t
h
コ
ロ
ナ

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
随
時
、
社
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
通
じ
社
員

に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

（
４
）
高
齢
社
員
の
声

和
菓
子
製
造
部
門
で
働
く
渡
辺
れ
い
子
さ
ん（
70
歳
）

は
勤
続
20
年
。
毎
日
８
時
30
分
～
13
時
ま
で
の
勤
務
を

元
気
に
こ
な
し
て
い
る
。
忙
し
い
ほ
う
が
性
分
に
合
っ

て
い
る
そ
う
で
、
手
が
少
し
で
も
あ
く
と
片
づ
け
や
掃

除
の
作
業
を
見
つ
け
て
は
体
を
動
か
し
続
け
て
い
る
。

「
和
菓
子
づ
く
り
が
大
好
き
で
、
毎
日
楽
し
く
働
か
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
体
が
続
く
か
ぎ
り
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
語
る
。

（
５
）
今
後
の
課
題

企
業
理
念
の
「
環
喜
、貫
喜
、大
歓
喜
」
の
精
神
で
、

お
客
さ
ま
・
生
産
者
、
そ
し
て
社
員
と
そ
の
家
族
み
ん

な
が
幸
せ
に
な
れ
る
会
社
を
目
ざ
し
て
、
よ
り
よ
い
未

来
に
向
か
っ
て
取
組
み
を
進
め
る
“
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ

ワ
ー
ド
”
の
考
え
方
の
も
と
、
社
員
が
主
役
と
な
る
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
、
社
内
に
お

け
る
課
題
解
決
お
よ
び
社
内
制
度
・
設
備
な
ど
の
一
層

の
充
実
化
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
く
た
め
に
も
雇

用
の
拡
大
を
図
り
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
戦
力
化
を
進

め
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
実
現
し
て
い
く
。
若
手
、

中
堅
、
ベ
テ
ラ
ン
・
高
齢
者
、
障
害
の
有
無
、
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
社
員
み
ん
な
が
意
見
を
出
し
支
え
合
っ
て

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
な
、
社
員
主
導
型
の
会
社
を

目
ざ
し
て
い
く
。

エルダー11

和菓子製造部門で働く渡辺れい子さん（70歳）


